
 

 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲに集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2021 年度 

Ｎｏ.１１７ 

２０２２年６月７日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合は５月 27 日、ＪＲ九州労組とともに福岡県を訪問し、同県で交通政策に携

わる実務担当者（企画・地域振興部 交通政策課）との間で意見交換を実施した。ＪＲ連

合からは政所大祐事務局長および森安祐貴交通政策部長が、ＪＲ九州労組からは北村公

次中央執行副委員長および花田祐希中央執行委員が参画した。なお、同会の設定にあた

っては、ＪＲ九州労組の仲介のもと、福岡県議会の佐々木徹県議、大橋克己県議および

佐々木允県議のご尽力を賜り、当日も意見交換にご参画いただいた。 

 

冒頭、大橋克己県議が挨拶に立ち、コロナ

禍の影響が拡がる中、地域公共交通に係る

課題は極めて重要な課題であり、持続可能

な公共交通を構築していくために、関係者

が力を合わせて取り組んでいくことの必要

性を述べた。また政所事務局長からは、コロ

ナ禍でＪＲ産業が置かれた状況を踏まえ、

地域公共交通をめぐる課題、内部補助によ

る路線維持というビジネスモデルの限界、関係主体がチームとなって連携・協働し地域

共創の取り組みを進めることの必要性を訴えた。続いて福岡県交通政策課の山崎浩課長

からは、交通政策ビジョン 2022 の策定経緯と意義や、ＪＲ九州との情報交換や計画策

定時の関わりについて触れられ、コロナ禍で厳しい状況にあることに理解を示しつつ、

持続可能な地域公共交通を同じ方向性をもって意見交換をしていきたい旨を述べた。 

 

その後、ＪＲ連合からは主に「持続可能な地域公共交通をつくるＪＲ連合政策提言」

および「交通重点政策 2022」や直近の国政の動向等について説明し、福岡県からは「福

岡県交通ビジョン 2022」の概略について情報提供を受け、そのうえで、相互に質疑応答・

意見交換を実施した。交通政策課が主となり、法定協議会に参画するなどして関係自治

体と縦・横の連携を丁寧に図っていることを知得したほか、広域性を勘案した地域公共

交通の在り方や、ＪＲが対象外となっている現実、日田彦山線のＢＲＴ化の取り組み、

コミュニティバスも含めて異なる交通モード間連携の必要性、および鉄道貨物の有用性

や港湾等結節点の強化の必要性など、幅広い意見交換を行うことができた。 

 

ＪＲ連合は、得られた知見を提言内容

や政策活動に反映させるとともに、課題

の解決に向けあらゆる関係者の理解と協

力を求め、「チーム地域共創」を形成する

べく、今後も関係機関との対話を積極的

に行っていく。 


